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令和 5 年 3 月 6 日 

 

GPI の三重県平木阿波ウィンドファーム事業に関する準備書には大きな問題があります。準備書をも

とにした、住民説明会資料には騒音予測に関する数値に重大な誤りを含んでいる記述があります。 

 

どの数値が間違っているかについては、送付した書類を見て下さい。 

 

従って、準備書の改訂と再提出、住民説明会のやり直し、三重県知事意見の再提出 

が必要だと思っていますが、 

 

経済産業省の方でも、準備書の騒音予測の数値について、次の点に留意しながら再計算をお願いします。 

１．風が強ければ、風上でも大きな風車音が聞こえる。 

２．風があれば、風下側では音が大きく聞こえる。 

３．風車が近ければ大きな音が聞こえる。 

４．直接見えている風車音の影響は、山影で見えない風車音の影響よりも大きい。 

５．風車からの超低周波音の発生理由、音圧、周波数、風速の関連を考慮する。 

６．冬に 22ｍ/s の風が吹くときに発生する騒音の大きさと 12ｍ/s の時の違いを考慮する。 

７．季節的な変化とは別に、1 時間に１回程度風速が大きくなることを考慮する。 

８．地形を考えて、音の反射を計算に入れる。 

 

その計算結果と、ＧＰＩの準備書の記述内容を比較して、適切に対応されることを期待しています。 

こちらの騒音予測はエクセルで行っています。風車からの超低周波音の計測と解析については、送付し

た文書の中に書いてあります。 

 

予測計算方法に関しては、１～８を考えながら改良中です。 

最新のものは、ＨＰに掲載しています。“宇山靖政”で検索して、 ***.Ｗｉｘ のＨＰを見て下さい。 

ベクターで公開しているものには、10 秒刻みの風のデータ（気象技術支援センター）も入っています。 

数値の誤りに関しては、GPI の方へも連絡してあります。 

 

以上、よろしくお願いします。 

 

                        宇山 靖政 

uyama33@yahoo.co.jp 

 


